





























































た。 ホーチミン市在住のこの知人は、 入居前につつがなく居住できるように家内安全を祈念し、 供え物をしたという。 写真には、紙銭の現代的状況を明らかに た （芹澤、二〇一三） 。 この産地では、
giay vang m
a と
呼ばれる銭型を黄色い紙に刻印した紙銭（沖縄のウチガミに類似） を生産し、 これをgiay tien と呼んでいるという。
giay vang m
a
は 「冥器 （明器） としての金の紙」 、
giay tien
は 「銭の紙」 を意味する。 そして、 銭型を刻印した紙 が 「紙銭のなかの紙銭」 であり、少なくともこの産地ではもっとも古い形あると指摘している。　
近現代史の視点からみると、 ベトナムに
おける紙銭 （冥具） 生産は、 社会主義的な政策が実施されて以後、 改革開放政策（ドイモイ） が開始される以前には 「迷信のたぐい」 として党・政府から一時的に禁止されていた （川上、 二〇〇一 。 しかし、 川上によれば、 ベトナムの北部の事例で 当該期にも密かに冥具が生産され、 闇市で販売されていたという。 実際、 紙銭が葬送儀礼と結びつくことから、 死者 増加する可能性が高いベトナム戦争 （抗米救国戦争） 期には紙銭に対する需要が高かった
花・果物および線香とともに、 左側の部分に紙でつくられたものが写っている。　
これはいわゆる紙製の祭祀用品である。
一般的にはこの後、 焼却し、 祖先や神への供物とする。 知人は こう た宗教行為をcung と表現した。 翻訳すると 「礼拝する、
寄贈する」 いった意味になる。 さらに知人に礼拝の対象を問うと、 「すべて」 という
ことが容易に想像される。　
また、 中国大陸や台湾の主として漢民族














返答が戻ってきた。 ここでいう 「すべて」 とは、 神であり、 仏であり、 さらには祖先が含まれている。　
本稿ではこうしたベトナムの冥器／冥
具、 とくに紙製の祭祀用品について概観し、 ホーチミン市における具体例を紹介してみたい。 現地調査は、 二〇一六年一二月～二〇一七年一月、 二〇一七年八月の二回、 約二週間にわたりおこなった。 あわせて同時期に台北において補足的 参与観察調査を実施した。 聞き取り調査の情報および掲載写真 （写真
1を除く） はすべて当該調




















ることから、 直訳では銀の （紙） 銭となるだろうか。 とはいえ 『ベトナム語大辞典』 によれば、
bac の四番目の意味に金銭 （
tien ） と

























hu は 「地府銀行」 の意である。 地府、 つま
りあの世の銀行で発行・通用する紙幣ということである。 なお、 この金色の 銭は二つ折りできるように っており、 金 延べ棒を模しているようにも見て取れる。　
この事例から興味深いことが三点ある。
第一に、 金紙とそれ以外の紙幣が区別さず、 セットで販売されてい 点である。 こは神と祖先に対する祭祀に明確な区別が









色・白色の紙銭各五枚、 金色と銀色が塗られたわら半紙各三枚、 また財神と明記された金色の紙、 さらにアメリカ ル （一 〇ドル） とベトナムドン 一 〇〇〇ドン）紙幣が各三枚である。 金色の紙 は 「地府通用」 と書かれており、 ベトナムドン紙幣にはされていない可能性を示唆している。 今回の調査ではセットの内訳につい 個別の名称を確認できなかった。 したがって、 総称して
tien giay bac の概念が適用されるもの














et, 2015 ） 。 同語を直訳すると
「金製の冥器」 となる。 前述のように、 芹澤によれば、
giay vang m
a は 「冥器としての


























nguyen dan が元旦節） といった場合には通
常旧暦の正月を指す。　
実際、 ベトナムの人たちは、 旧暦の正月を
大切にしている。 年齢を重ねる際も旧暦を基準にしている。 つまりテトを過ぎると一歳年齢を重ねることにな またテト前には賞与が出る （一三か月分 給与ないしお年玉と解釈される場合もある） 。　
さらに旧正月に重きが置かれている一例











消費者間の認識の違いが存在する可能性や、 先の金 と銀紙を使 分けをしないことと同様に祭祀におけるシンクレティズムがみられるとも捉えうる。 この点 詳細な聞き取りが必要となろう。　
第二に、 このセットには銀紙が含まれて
いる点があげられる。 芹澤 （二〇一三） のハノイ近郊の事例では、 フランス植民地時代には存在した銀紙 （
cf. 水谷、 一九四三） がみら
れず、 金紙 （ないし香港のような金銀紙）のみが流通して ことが指摘さ ている。 芹澤は二〇一〇年から二〇一二年にかけて現地調査をしたと記載している。 したがって、 ホーチミン市において銀紙が単体で存在する現象が時間的差異なのか、 または南北という空間的相違なのか、 現時点では詳らかではない。　
第三に、 アメリカドル紙幣が額面および







西を意味し、 広く西洋というニ ュアンスでも捉えられる。 したがって日にちの後ろ
tay
をつける言動は 「西暦の○日」 ということを意味する。 逆に考え 何もつけない場合には、 必然的に旧 を指してることになろう。 ここにも旧暦に依拠した日常生活が垣間見られ 。　
さて、 二〇一六年一二月末に調査した際
に、 旧暦一二月二日 （西暦一二月三〇日） に遭遇した。 事前に文献等で確認した範囲で、 ベトナムでは旧暦一 および 五日 紙











et, 2011 ） 。 さら
に、 すべてのベトナムドン紙幣には故ホーチミンが刻印されていることから、 あの世の金銭とはいえ 「建国 父」 を燃やす行為に対して何らかの社会的・政治的な抑止作用が働いているとも考えうる。ローカルな実践─紙銭の多様性　
聞き取りによれば、 ベトナム南部では旧
暦二日と一 六日に供物をささげる習慣があるという。 その他にも旧暦の正月や親族の命日、 葬式などもでも紙銭を供え、 燃 すことがある ベトナムではグレゴリオ暦 旧暦とが併用されている。 ホテ や行政機関
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て、紙銭を中心とした祭祀用品 日常生活のなかでどうのよ に使われているのか、そ 利用にみるシンクレティズムの諸相を より詳細な聞き取り調査に基づき明らかにしたい。そうするこ でベトナムの社会空間にみる地域的な差異や多様性を把握してゆきたいと考えている。文献・インターネット資料文献川上崇 「ベトナム社会主義革命のなかの手工芸村──紅河デルタにおける木版印刷業の歴史的展開」 『ベトナムの社会と文
化』 三、 二〇〇一年、 四九
－ 七九。
末成道男 「ベトナムの文化交流の諸相」『国立歴史民俗博物館研究報告』一〇六、 二〇〇 年、 一九九
－ 二〇九。
瀬川昌久 「あの世の財貨──香港の紙製祭祀用品」 『季刊民族学』 三九、 一 八七年、 九四
－ 一〇一。
芹澤知広 「ベトナム ・ ハノイの紙銭──比較研究の試み」 『国際常民文化研究叢書三、 二〇一三年、 一三三
－ 一四九。















































に求められる能力の一 つとなり、 就職活動にも有利な条件となっている。 大学在学中に英語力を伸ばしたいと考える学生も多く、 コミュニケーション能力の育成は教育機関の重要課題となり、 様々な英語教育プログラムが導入されている。 しかし、日本では英語に触れる機会が限れて るため、 英語を使用する環境を自ら求めなくてはならず、 習得に費やす時間・費用・努力などの負担が学習者 重くのしかかる。
英語を学びにフィリピンへ　
日本からフ ィリピン行きのフライトに搭





面では現地の土着語や地域ごとの広域共通語（北ルソン島のイロカノ語、中南部ルソン島とパラワ タガログ ビサヤ諸島及びミンダナオ のセブアノ語）が使用されている。　
街を歩いてみると、 いたるところに英語
表記の標識や広告が目に入る。 タガログや英語で上映される映画、 英字新聞やタガログ語新聞、 異な 言語で行われる教会でのミサなど、 フ ィリピンには話者や話題に応じて最もふさわしい言語が選択され、 向かう機内で英語の参考書を手にする若者の姿を目にすると、 両国関係の新たな変化を感じる。語学留学　
日本では英語教育に積極的に取り組む












七〇〇〇以上の島々からなる国土と各地域の地域文化の存在、 近隣諸国との交易、スペイン・アメリカ・日本による植民地支配の影響など、 その歴史背景が色濃く社会中に反映され、 言語生活にも強い影響を与えた。 多くの土着言語には、 スペイン語由来の単語が残っている。 また、 アメリカ植民地時代に行政言語、 公教育 教育言語であった英語は、 フ ィリピン社会の中に深く根を下ろし、 行政・教育・ ビジネス ・ メデ ィア分野で頻繁に使用されている。　
フィリピン人にとっての英語は、 「支配
者言語」 「強制された言語」 という側面もあるが、 国家独立を遂げた現在では 「自分たちの英語」 という意識が高まりつつある。 植民地時代の 「負の遺産」 という意識は薄れつつあり、 より豊かな生活を約
　
二〇一七年時点で、 フ ィリピンの英語学
校は四〇〇から五〇〇校程度存在し、 その半数がセブ島にある。 観光地のイメージもあるためか、 日本からフ ィリピンへ四万人近く （二〇一五年） の英語学習者が訪れている。英語学校の環境　
フィリピンに持ち込まれた韓国式英語






























「格安での英語留学」、一週間から参加できる「短期留学」、効果的な「マンツーマン授業」、食事や洗濯サービ 付きの「快適な滞在環境」、大自然を満喫できる「リゾート体験」、さらには転職者や企業研修者の「社会人留学」、高齢者向けの「シニア留学」、子供連れ「親子留学」など 魅力的 表現とともに日本の幅広い学習者層に向けて紹介されるようになった。　
また、大きなキャンパスを持ち、寮や




のある大学生に、参加後の感想を聞いてみた。「マンツーマン授業を心配していたが充実した英語の勉強ができた」、「フィリピン人の先生は親しみやすかった」、「個人的ニーズに対応してくれる授業をしてくれた」、 ゲームなどを取り入れて楽 く学べ などの肯定的なものが多い。　
他方、 「フ ィリピンまで来て基本的な英単
語や英文法を学ぶ必要があるのか疑問に感じた」 、 「授業では終始おしゃべりをした覚だけが残った」 、 「せっか 現地滞在 ているのに現地の生活に触れる機会が失われて
いるように感じた」 という感想もあった。費用対効果を求める英語留学 商品売買には「売り手」と「買い手」が存在し、商品価値の変動を伴っ 需要と供給のバランス市場が形成される。高額なイメージがある英語留学に対して、フィリピン留学は費用対効果の高さを強みとして導入された。これにより、一定の英語学習者に っては、「魅力的な商品」として捉えられたのである。
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研究や実践的な取り組みがされ、効果的な学習法 教授法の模索が続いている。しかし、言語習得は容易ではなく、長時間や努力を要するものである。「ことばの教育」に関心を寄せる一人としては、フィリピン留 のきわめて「商業的な側面」と「その商業的側面が学習者に与える影響 が気になる。「途上国の人件費の安さ」と「ノンネイティブ英 」を利用した語学ビジネスモデルは、英語学習者にどのような影響をもたらすのであろうか。「フィリピン留学」のファミレス化？　
フ ィリピン留学には、 フ ィリピン社会か
ら切り離された英語と、 留学をより魅力的にする要素をパッケージ化したサービスという性質がある。 その販売戦略は外食産業の代表であ ファミリーレストラン（ファミレス） の特徴によく似ている。 ファミレスの 「安い」 「早い」 「うまい （旨い） 」 という特徴は、 フィリピン留学の 「安い （留学費用） 」 「早い （英語修得） 」 「うま （上手 教育方法、 おいしいリゾート体験 という魅力に当てはまる。　
例えば、 学習者の個別ニーズに対応する













保証が伴い、 学習者に提供されてい もちろん、 本格派、 冷凍 どちらも食品であり、 栄養が取れていること 違いはない。　
日本のファミレスの歴史を振り返る
と、一九七〇年代に創成期を迎え一九八〇年代の黄金期 一九九〇年代以降の変革期と続き 低価格競争が激化する。二〇〇〇年代以降 日常化したファ
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は、英語が苦手な学習者 抱く「英語できないことで将来何らかの不利益を被るかもしれない」という焦りをかき立てるものになる。そう考えると、フィリピン留学がこの不安の受け皿としての役割を担っているのかもしれない。しかしこの英語留学モデルに含ま て る「会から切り離された英語」「商品（モノ）としての英語」「市場原理に影響される語学習得」「言 知識・技術への偏
重傾向」は、どこまで学習者の本質的な「ことば」の習得に応えることができるのか、少し立ち止まって考 必要 あるだろう。
　
「学びの本質」は決して市場原理に基づくものではない。また、英語検定などで示される「知識・技術の習得 だけにあるのでもない。人と人を繋げる「ことば」の学びは、人との関わりあいの中で「学び方を ぶ」こと あり、その力が「ことば」「話者」「社会」「文化」へのつながりを切り開いていく 「学び」自体が手軽な「パッケージ商品」 して売買される傾向が強い現在、消費者である学習者は何をどのようにして選 のだろうか。私たちは「ことば」と向き合い、その利用目的と意味を賢く見極め、「ことばの学び方」を選択してい ことが求められる時代を迎えてい ようである。
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銅像が右手を挙げているわけではない。近現代の歴史上の人物に目を向 てみると、レーニンや毛沢東、金九のように、激動の時代を生きた運動家や政治家が右手を挙げているのが目立つ。同じ時代に生きた人物でも、教育者や学者、芸術家は右手を挙げることはなく、物憂げな表む。独特の外見は国内外の人びとの関心を集め、００７シリーズ『スカイフォール』（二〇一二年公開）では、敵役シルヴァが潜伏する場所として登場した。実際の端島は立ち入り区域が限定されているため、島内部の撮影は別の場所で行われ、島は外観のみが使用された。映画の中で、ボンドガールのセヴリンはボンドを島に連れて行った後、シル ァに捕えられる。彼女は、倒された巨大な石像縛られる。その石造はかつて 独裁者のものという設定で、やはり右手を挙げている。　
最盛期の端島には、五〇〇〇人以上の




7. ジェノヴァのヴィットー リオ・エマヌエ レー2世像
8. 杭州の魯迅像
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立されたこの銅像は、昭和の政治家らしい雰囲気を持つ。そして この銅像の特らかになっている。右利きが好ま 、左利きがタブーとされてきたのは文化的慣習である。そして、親が子ども 利き手を左から右へ矯正するのは、こうした慣習上の理由だけではなく、自動改札などが右利きを前提に作 れているためである。最近では左利きのネガティブな印象が薄れ、「両利きは天才」という言説まで広まりつつあるが、やはり、子どもが左利きになるのを好まない年配者は少なくない。　
レオナルド・ダ・ヴィンチは「両利き
の天才」である 彼の銅像はどうなっている か。実は、魯迅と同様、芸術家のポーズは基本的に物憂げに立っているだ






































































































日目の午前の分科会一五〇分で構成の大幅な練り直し、講師に指摘されたポイントの修正、追加資料の収集、そして最終発表の準備を行わなければならないため時間との勝負になる。ニ日目の夜には意見交換会 いう名の懇親会がある だが、学生は夜遅くまで楽しく語らうだろうという講師陣の予測を裏切って、学生達が歓談もそこそこに切羽詰まった表情で分科会会場に戻っていった でこ そり様子を覗きに行ったところ、真剣に議論を闘わせる姿があった。限られた発表時間のなかで内容に深みを持たせる は情報の取捨選択が肝心であると学生自ら気づいた は二三時頃、さらな 資料やアドバイスの提供 行い講師は二四時引き上げたが、後から聞いたところでは午前三時頃まで作業をしたとのことであった。　
三日目は午前の分科会で最終リハーサ
ルを行い、午後の全体会で最終発表を行ったが、半日程度の間に中間発表とは

























































































































































文化トラベ ル二〇一 七」 であった。 中国の天安門広場、 韓国の北村韓屋村 （プッチョンハノクマウル） 、 メキシコのグアナファト、 シリアのパルミラ遺跡 インドネシアの移動式屋台カキリマ、 インドのナンとカレーなどの展示を通して現代における多文化的な旅とは何












が集まり、 最初の実行委員会が開催されたのが、 五月であった。 その後アジア祭参加のため 全学的な説明会への出席、 テーマ設定と具体的な日程の確認、 六回に及んだ実行委員会の中で明らかにな 課題への対応と新たな実行方針の確定、 こ してアジア祭当日まで各地域 展示内容について検討が重ねられ 。 これ でのように毎回各地域言語から代表者が集い 設
そして新たな企画として 「お面で多文化」を試みた。 楊貴妃 （中国） 、 世宗 （韓国） 、 ホセ・リサール （フ ィリピン ガンジー （インド） 、 カストロ キューバ） ツタンカ メン （エジプト） など各地域の歴史的人物のお面を作成し、 来訪者は、 れをつけて記念写真を撮ることができ、 実際の人物になった気分でその地域の文化や歴史に対する関心を広げることができるというも である。　
今年度の特徴は、 多文化トラベルが内包
する様々な文化的側面に注目するという意味で、 二〇一四年の 「多 マーケット」に始まり、 一五年の 「多文化フェス二〇一五昨年の 「のぞきみ！多 きっちん」 とこれまで三回の参加を通じて作成した展示物を再利用したことである。 例えば中国の天安門広場の横には、 多文化フェスや文化きっちんで作成した春節の屏風と食卓を配置した。 伝統的マーケット そして祭りと食文化、 来訪者は、 展示の中に組み入れられた大小さまざまな物から旅先で喚起さ る感性の多様さに気が付いたこ定テーマに従って展示物を作成する いう方式は、 その年度の言語履修者数や履修生の問題意識の違いによっては困難な場合があることが徐々に明らかになってきた。 この問題を克服する は、 今回のようにこれまで作成した展示物を新しい視点から見直すことによって再利用することが重要になるであろう。　
最終日、 後夜祭に出席した実行委員か



















ル、 一年次のオリゼミ （オリエンテーションゼミ） の活動は一点シールとなっている。　
学生が集めた各種のシールに対して、 三























組でも取り上げられるようになり、 若い巡礼者が増えた。 巡礼者といっても必ずしも真言宗の信者であるわけではなく、 札所（寺院） から札所へ歩くことを目的としている人も多い。スなどの合同ゼミのたびに一点シールを貼っていった。 多文化パスポートを忘れる学生もいたため、 シールを貼る負担がオリゼミ担当の教員に重くのしかかった。 これを解決するため、 オリゼミの活動 あらかじめ多文化パスポートのペ ージに印刷する解決法を取った。　
第三の問題は、 学生が多文化パスポート
を重視しないことであった。 一年次にはシールを貼る機会が多いため、 学生はゼミの際に多文化パスポート 持参したが、 三年なるとシールを貼る機会が減少紛失してしまう学生が増えて った。 これに対して筆者が担当す 四年次ゼミで、 実験的 二つのこ を行った。 第一は、 卒業論文に関する規定 （写真
9） や提出までのス
ケジュールなどの情報を貼ること、 第二は、ときおり撮影したゼミの様子を貼である。 教学 関する重要 情報や個人の思い出となるような写真が貼ってあれば、多文化パスポートは 生にとって意味あるものとなり、 ゼミのたび 持参するように
　
近年、 納経帳やパスポートをモデルにし






では 「多文化読書リスト」 を多文化パスポートに貼ることにした。 これは、 学生に読ませたい新書のリストである。 教員が一〇〇冊ほどリストアップした新書を、 Ⓐ多文化共生・宗教、 Ⓑ地域言語・英語学習、 Ⓒアメリカの社会と文化、 Ⓓキャリア教育、 Ⓔサブカルチャーの五種類に分け、 一枚五冊からなる「多文化読書」 シールを二十四通り作成した。 それを、 オリゼミの学生の多文化パスポートに貼り、 学 に読書を促すことにした （写真
10） 。 読書後は、 簡単な内容のまと
めと感想を小レポートに書かせ、 ゼミ担当教員に提出させるか、 ゼミにおいて発表させることにした。　
この成果は、 今のところ不明であるが、
順調にいけば、 学生の多文化パスポート利用促進と読書量増加という嬉しい結果が得られるはずである。 こうして、 多文化パスポートは学科の発展にともなって変 していくのである。
動に積極的に参加することを期待して多文化コミュニケーション学科は多文化パスポートを作成した。　
多文化パスポートを使用して最初に直面
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